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北里研究所病院だより

特集
大村智博士と北里
病院長新年のご挨拶

大村博士のノーベル賞受賞に沸いた昨年の秋。
みなさま、ネット上で大村博士の肩書きである「特別
栄誉教授」が話題となった事をご存知ですか？
「名誉教授とどこが違うの？」とネット等で話題と
なりました。実は、名誉教授は各大学で設けており、
概ね現役教授を退官された場合に授与されます。
大村博士も2007年に北里大学から授与されてい
ますが、2012年文化功労者を受章された際に、
北里大学ではその栄誉を讃えるために独自の規程
を設け「特別栄誉教授」の称号を定め、大村博士は
その第一号として授与されました。従って、この称号
は北里大学独自のものとなっております。

イベントスケジュール

編 集 後 記

2015年秋号 つくしんぼ173号の『女性は特に気をつけたい「乳がん」
のはなし』の記事において誤解を招くような表現がございました。
【ルミナールA（かわいこちゃんタイプ）、ルミナールB（すねた女の子
タイプ）、HER2エンリッチド（あばれん坊タイプ）、トリプルネガティブ
（もはや人ではない犬タイプ）】
初めに、この分類はがんの分類を示したものであり、宿主としての患者
さまとは全く別の事柄となります。
乳がんの種類を分かりやすくするため、イラストを用いて擬人化し表現
したのですが、「トリプルネガティブ乳がん」は多様性に富み、つかみ
どころのないタイプという事で、このような表現を用いました。
誤解を招きかねない表現となっていたことと、このがん種に該当する
方々には、不快な思いをさせてしまいましたことを、この場を借りま
して謹んでお詫び申し上げます。

管理栄養士が教える！つくしんぼレシピ／医局長コラム／ 
高齢患者さまの医療支援に対する取り組み②／イベントスケジュール／ 
市民公開講座のご案内／新任医師・退職医師紹介／編集後記

整形外科では、「港区医師会整形外科医会」と「港区」
と共催し、「健康寿命をのばすために2016」をテーマ
に、整形外科市民公開講座を開催いたします。
この機会にぜひご参加ください。

新任医師紹介
◆9月1日付

婦人科 医長
玉田　裕
（たまだ ゆたか）
婦人科診療全般を
担当します。
宜しくお願いいた
します。

眼科 後期研修医
小代　良
（しょうだい りょう）
一生懸命取り組み、
頑張ります。
宜しくお願いいた
します。

眼科　高野　洋之
◆11月30日付

退職医師紹介

お 詫 び

■整形外科市民公開講座（無料）
開催日 2016年3月19日（土）
時　間 午後2時00分～午後4時45分（午後1時30分開場）
場　所 薬学部コンベンションホール（北里研究所病院隣）
定　員 300名
申込方法 ＴＥＬ：03-5791-6392（総務課）
 もしくは整形外科受付窓口で直接申込

■眼瞼下垂セミナー（無料）
開催日　　2016年1月8日（金）
時　間　　午後1時30分～午後3時00分
場　所　　病院3階セミナー室
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6148
 （美容医学センター）
　　　
■生活習慣病教室（無料）
開催日　　2016年1月9日（土）
時　間　　午前10時00分～午前11時30分
場　所　　病院3階セミナー室
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6146
 （予防医学センター）　　　
　　　
■リビングウィルセミナー（有料）
開催日　　2016年2月6日（土）
時　間　　午前10時00分～午前12時00分
場　所　　病院４階AB会議室
受講料　　2,000円（税抜）
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6345
 （予約センター）
　　　
■第4回乳がんセミナー（予定）
開催日　　2016年3月5日（土）
　　 ※詳細は、病院Webサイト等で掲載予定



北里研究所病院の

レシピ
つくしんぼ
管理栄養士が教える！

当院では高齢になると物忘れが多くなりますが、それが年
齢による自然なものか、認知症という脳の病気を背景にし
たものか、その他の原因によるものかを調べる専門外来（物
忘れ外来）を設けています。物忘れは色々な理由から起こる
ので、ご受診の際は正確な診断のため、かかりつけの先生か
らの紹介状、現在服用しているお薬の一覧、今までに受けた
検査の結果（MRIなどの画像検査のコピーや心理検査の結
果）をお持ちください。また、本人をよく知る方と一緒に受診
していただくことが望ましいです。物忘れがあっても張り合
いのある生活をして、運動や人付き合いを続けることで進行
を遅らせられます。もの忘れ外来の詳細は、病院Webサイト
の専門外来の中の物忘れ外来のページをご覧ください。
（精神科部長　高橋　恵）

　今回は当院で提供している
糖質制限食をご紹介いたします。
山田悟糖尿病センター長の方針
により、糖質量は、１食20～40g、
間食10gを含め1日70～130gと
なっております。ロカボ（当院の糖
質制限食のこと）は、いつものメ
ニューが主食の調節で、血糖値の
上がりにくい健康的な食事に変わ
ります。①ご飯は70g（糖質27g）にする。②おかずはイモ類を避け、肉・魚・大豆
製品・卵料理を今までより多くする。極端に甘い味付けでなければ調味はそのま
までOK。③良質な油を使い、野菜はたっぷりと。このようにすれば、自然と糖質
40g程度の食事となります。また、合併症予防のため、汁物なしで塩分控えめ、
寒天チップを利用し食物繊維を強化しています。

糖尿病センター長の

糖　質
制限食

皆さん、メールやワープ
ロの誤変換の経験、あり
ますよね。私の場合をご
紹介します。先日、電子カルテに麻酔の説明内容を入力
していました。「数万分の一の頻度で、怒り得る重大な偶
発症として」．．．確かに、そんな結果になったら腹も立ち
ますよね。安全第一を心がけます。「起こり得る」と変換。
またある日のこと、「自分でボタンを押して痛みを軽くす
る装置は、安全装置付きなので、痛いと感じたときは、難
解でもボタンを押してください。」．．．わかりやすい説明、

心ある医療に努めます。「何
回でも」と変換。一本取られ
ました。
（麻酔科部長　柏木　政憲）

医 局 長 コラム Column

発
売
以
来
、売
り
上
げ

一
位
を
占
め
、食
糧
の
増

産
や
皮
革
産
業
の
発
展

に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

一
方
、犬
の
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
の
予
防
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
ペ
ッ
ト
の
寿
命

が
倍
に
な
っ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

大
村
博
士
の
功
績

◎
産
学
連
携
の
礎

　
大
村
博
士
は
、米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
ウ
エ
ス

レ
ー
ヤ
ン
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
教
授
の
研

究
室
に
客
員
教
授
と
し
て
招
か
れ
研
究
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、当
時
の
研
究
所
長
の
水
之
江
公
英
先
生
か
ら
、秦

藤
樹
先
生
の
研
究
室
を
継
い
で
欲
し
い
の
で
帰
国
す
る

よ
う
に
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。財
政
的
に
困
窮
し
て

い
る
北
里
研
究
所
に
戻
っ
た
後
の
こ
と
を
考
え
、大
村
博

士
は
、帰
国
す
る
に
当
た
っ
て
研
究
資
金
の
導
入
を
考

え
、米
国
の
大
手
製
薬
会
社
数
社
を
訪
問
し
共
同
研
究

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
見
た

テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
先
生
の
紹
介
で
メ
ル
ク
社
に
も
共
同
研
究

の
提
案
を
し
、メ
ル
ク
社
と
の
共
同
研
究
契
約
が
締
結
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
共
同
研
究
の
中
で
、エ
バ
ー
メ

ク
チ
ン
／
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
始
め
、い
く
つ
か
の
興
味
深

い
化
合
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
博
士
は
そ
の
後
社
団
法
人
北
里
研
究
所
の
副

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

　
こ
の
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
理
由
は
、大
村
博
士
ら

が
発
見
し
た
放
線
菌
の
生
産
す
る
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
を
改

良
し
た
医
薬
品「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
」が
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

熱
帯
地
域
で
蔓
延
し
て
い
る
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症（
河
川
盲

目
症
）と
足
が
大
き
く
腫
れ
上
が
る「
象
皮
症
」な
ど
の

リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
治
療
・
予
防
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。1
9
8
8
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
こ
れ
ら

の
病
気
の
撲
滅
作
戦
を
開
始
し
、年
間
約
３
億
人
が
投

与
を
受
け
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
に
住
ん
で
い
る
多
く
の

人
々
を
感
染
か
ら
救
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
の
沖
縄
地
方
及
び
東
南
ア
ジ
ア
で
多
く

の
感
染
者
が
い
る
糞
線
虫
症
に
も
使
用
さ
れ
、多
く
の

人
々
を
病
か
ら
救
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、日
本
国
内
で

は
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
蔓
延
し
問
題
と
な
っ
て
い
た
疥

癬
症
に
も
著
効
を
示
し
、治
療
薬
が
な
か
っ
た
こ
の
感
染

症
に
も
使
用
さ
れ
著
し
い
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
家
畜
の
寄
生
虫
薬
と
し
て

　
既
に
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、当
法
人
に
と
っ
て
、大
変
素
晴
ら
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
昨
年（
2
0
1
5
年
）10
月
に
あ
り
ま

し
た
。北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
博
士
が
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
受
賞
決
定
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
11
月
３
日
に
は
文
化
勲
章
も
親
授
さ

れ
ま
し
た
。当
法
人
の
全
教
職
員
に
と
っ
て
と
て
も

名
誉
な
こ
と
で
す
。

所
長
、所
長
と
し
て
研
究
所
の
経
営
改
革
に
務
め
、発
見

し
た
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
は
北
里
研
究
所
の
た
め

と
、研
究
資
金
と
し
て
使
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ
し

て
、新
た
な
有
用
化
合
物
の
発
見
に
繋
が
っ
て
お
り
、発

見
し
た
化
合
物
の
数
は
４
８
０
種
以
上
、製
品
に
な
っ
た

も
の
は
26
種
で
す
。

◎
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想

　
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
に
よ
っ
て
大
村
博
士
は
、

社
団
法
人
北
里
研
究
所
創
立
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

埼
玉
県
北
本
市
に「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想
」を
発

案
し
展
開
し
ま
し
た
。農
林
省（
当
時
）の
農
事
試
験
場

跡
地
を
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、４
４
０
床
の
病
院
、看
護

専
門
学
校
、福
利
厚
生
施
設
、ワ
ク
チ
ン
製
造
部
門
を
建

設
し
ま
し
た
。第
一
期
工
事
で
１
９
８
９
年
４
月
４
日
に

開
院
し
た
の
が
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院（
現
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、以
下
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）

で
す
。い
ま
で
は
北
本
市
を
中
心
に
桶
川
・
鴻
巣
両
市
を

カ
バ
ー
す
る
市
民
病
院
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
村
博
士
と
美
術

　
大
村
博
士
は
、陶
芸
や

絵
画
な
ど
の
美
術
に
関
し

て
も
造
詣
が
深
く
、永
き

に
わ
た
り
女
子
美
術
大
学

の
理
事
長
も
お
勤
め
に
な

ら
れ
ま
し
た（
現
名
誉
理

事
長
）。大
村
博
士
は
、よ

く「
微
生
物
の
織
り
な
す
菌
は
、と
も
す
る
と
芸
術
に
匹

敵
す
る
」、ま
た「
病
院
で
診
察
を
待
っ
て
い
る
と
、殺
風

景
な
壁
が
広
が
っ
て
い
て
、患
者
は
余
計
に
体
調
が
悪

く
な
る
」と
口
に
し
て
お
り
、社
団
法
人
北
里
研
究
所

時
代
に
は
、1
9
8
8
年
よ
り
メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
し

て
、洋
画
の
公
募
展「
人
間
讃
歌
大
賞
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。受
賞
作
品
の
多
く
は
北
里
研
究
所
関
連
病
院
に

飾
ら
れ
、患
者
さ
ま
の
癒
し
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、多
く
の
医
療
機
関
で
絵
画
な
ど
を
飾
っ
て
あ

り
ま
す
が
、昭
和
の
後
半
に
こ
の
着
眼
点
は
斬
新
で
あ

り
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
先
駆
け
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｃ
は「
絵
の
あ
る
病
院
」と
し
て
、開
院
当
初
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、そ
の
延
長
線
上
で
、白
金
の

北
里
研
究
所
病
院
が
1
9
9
9
年
５
月
に
新
棟
開
院

し
ま
し
た
。１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、田
村
能
理
子

画
伯
が
約
２
ヶ
月
を
か
け
直
接
描
き
上
げ
た
壁
画「
萌

ゆ
る
と
き
」が
あ
り
ま
す
。当
時
の
許
可
病
床
数
2
9
4

床
に
合
わ
せ
、入
院
患
者
さ
ま
の
一
日
も
早
い
回
復
退
院

を
祈
り
、2
9
4
本
の
土
筆（
つ
く
し
）が
描
か
れ
て
い
ま

す
。当
法
人
の
設
立
者
、北
里
柴
三
郎
博
士
が
福
澤
諭
吉

先
生
か
ら
こ
の
土
地
を
譲
り
受
け
、我
が
国
最
初
の
結

核
専
門
病
院「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」を
こ
の
地
に
開
院
し

た
当
時
、辺
り
は
湿
地
帯
で
、多
く
の
土
筆
が
植
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、「
土
筆
」は
、こ
の
白
金
と
実
に
縁

が
深
い
の
で
す
。

　
大
村
博
士
は
祖
母
か
ら「
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

な
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、当
然

の
言
葉
で
す
。し
か
し
、常
に
心
の
中
に
留
め
て
い
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
難
し
い
言
葉

で
な
く
、分
か
り
や
す
く
常
に
思
い
出
せ
る
言
葉
を
心
に

書
き
記
す
こ
と
も
、年
頭
の
在
り
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
総
務
部 

企
画
・
広
報
課
　
風
間
　
信
二
）

大
村
智   

と

北
里

博士

心ある
「誤変換」

お品書き（糖質量ｇ）

きのこご飯…………………………… (23.9)

鶏もも肉の照り焼き………… (3.9)

厚揚げの煮物……………………… (3.2)

ぜんまいの炒め煮 ……………… (5.0)

ほうれん草のお浸し…………… (1.9)

エネルギー ………………588kcal

糖質 …………………………… 37.9ｇ

食物繊維 …………………… 6.4ｇ

塩分 ……………………………… 2.3ｇ

合　計

高齢患者さまの
医療支援に対する取り組み②
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◎表紙写真：北里研究所本館・医学館（博物館明治村）と受賞の喜びを語る大村智博士
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エバーメクチン

【オンコセルカ像】
エバーメクチン発見25周年を記念して、ブルキナファソ
に建てられている像を現地の芸術家が再現して作成した
ものでオンコセルカ症の大人を杖で引いて歩く子供の像

発
売
以
来
、売
り
上
げ

一
位
を
占
め
、食
糧
の
増

産
や
皮
革
産
業
の
発
展

に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

一
方
、犬
の
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
の
予
防
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
ペ
ッ
ト
の
寿
命

が
倍
に
な
っ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

大
村
博
士
の
功
績

◎
産
学
連
携
の
礎

　
大
村
博
士
は
、米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
ウ
エ
ス

レ
ー
ヤ
ン
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
教
授
の
研

究
室
に
客
員
教
授
と
し
て
招
か
れ
研
究
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、当
時
の
研
究
所
長
の
水
之
江
公
英
先
生
か
ら
、秦

藤
樹
先
生
の
研
究
室
を
継
い
で
欲
し
い
の
で
帰
国
す
る

よ
う
に
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。財
政
的
に
困
窮
し
て

い
る
北
里
研
究
所
に
戻
っ
た
後
の
こ
と
を
考
え
、大
村
博

士
は
、帰
国
す
る
に
当
た
っ
て
研
究
資
金
の
導
入
を
考

え
、米
国
の
大
手
製
薬
会
社
数
社
を
訪
問
し
共
同
研
究

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
見
た

テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
先
生
の
紹
介
で
メ
ル
ク
社
に
も
共
同
研
究

の
提
案
を
し
、メ
ル
ク
社
と
の
共
同
研
究
契
約
が
締
結
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
共
同
研
究
の
中
で
、エ
バ
ー
メ

ク
チ
ン
／
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
始
め
、い
く
つ
か
の
興
味
深

い
化
合
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
博
士
は
そ
の
後
社
団
法
人
北
里
研
究
所
の
副

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

　
こ
の
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
理
由
は
、大
村
博
士
ら

が
発
見
し
た
放
線
菌
の
生
産
す
る
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
を
改

良
し
た
医
薬
品「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
」が
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

熱
帯
地
域
で
蔓
延
し
て
い
る
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症（
河
川
盲

目
症
）と
足
が
大
き
く
腫
れ
上
が
る「
象
皮
症
」な
ど
の

リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
治
療
・
予
防
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。1
9
8
8
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
こ
れ
ら

の
病
気
の
撲
滅
作
戦
を
開
始
し
、年
間
約
３
億
人
が
投

与
を
受
け
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
に
住
ん
で
い
る
多
く
の

人
々
を
感
染
か
ら
救
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
の
沖
縄
地
方
及
び
東
南
ア
ジ
ア
で
多
く

の
感
染
者
が
い
る
糞
線
虫
症
に
も
使
用
さ
れ
、多
く
の

人
々
を
病
か
ら
救
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、日
本
国
内
で

は
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
蔓
延
し
問
題
と
な
っ
て
い
た
疥

癬
症
に
も
著
効
を
示
し
、治
療
薬
が
な
か
っ
た
こ
の
感
染

症
に
も
使
用
さ
れ
著
し
い
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
家
畜
の
寄
生
虫
薬
と
し
て

　
既
に
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、当
法
人
に
と
っ
て
、大
変
素
晴
ら
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
昨
年（
2
0
1
5
年
）10
月
に
あ
り
ま

し
た
。北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
博
士
が
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
受
賞
決
定
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
11
月
３
日
に
は
文
化
勲
章
も
親
授
さ

れ
ま
し
た
。当
法
人
の
全
教
職
員
に
と
っ
て
と
て
も

名
誉
な
こ
と
で
す
。

所
長
、所
長
と
し
て
研
究
所
の
経
営
改
革
に
務
め
、発
見

し
た
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
は
北
里
研
究
所
の
た
め

と
、研
究
資
金
と
し
て
使
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ
し

て
、新
た
な
有
用
化
合
物
の
発
見
に
繋
が
っ
て
お
り
、発

見
し
た
化
合
物
の
数
は
４
８
０
種
以
上
、製
品
に
な
っ
た

も
の
は
26
種
で
す
。

◎
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想

　
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
に
よ
っ
て
大
村
博
士
は
、

社
団
法
人
北
里
研
究
所
創
立
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

埼
玉
県
北
本
市
に「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想
」を
発

案
し
展
開
し
ま
し
た
。農
林
省（
当
時
）の
農
事
試
験
場

跡
地
を
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、４
４
０
床
の
病
院
、看
護

専
門
学
校
、福
利
厚
生
施
設
、ワ
ク
チ
ン
製
造
部
門
を
建

設
し
ま
し
た
。第
一
期
工
事
で
１
９
８
９
年
４
月
４
日
に

開
院
し
た
の
が
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院（
現
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、以
下
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）

で
す
。い
ま
で
は
北
本
市
を
中
心
に
桶
川
・
鴻
巣
両
市
を

カ
バ
ー
す
る
市
民
病
院
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
村
博
士
と
美
術

　
大
村
博
士
は
、陶
芸
や

絵
画
な
ど
の
美
術
に
関
し

て
も
造
詣
が
深
く
、永
き

に
わ
た
り
女
子
美
術
大
学

の
理
事
長
も
お
勤
め
に
な

ら
れ
ま
し
た（
現
名
誉
理

事
長
）。大
村
博
士
は
、よ

く「
微
生
物
の
織
り
な
す
菌
は
、と
も
す
る
と
芸
術
に
匹

敵
す
る
」、ま
た「
病
院
で
診
察
を
待
っ
て
い
る
と
、殺
風

景
な
壁
が
広
が
っ
て
い
て
、患
者
は
余
計
に
体
調
が
悪

く
な
る
」と
口
に
し
て
お
り
、社
団
法
人
北
里
研
究
所

時
代
に
は
、1
9
8
8
年
よ
り
メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
し

て
、洋
画
の
公
募
展「
人
間
讃
歌
大
賞
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。受
賞
作
品
の
多
く
は
北
里
研
究
所
関
連
病
院
に

飾
ら
れ
、患
者
さ
ま
の
癒
し
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、多
く
の
医
療
機
関
で
絵
画
な
ど
を
飾
っ
て
あ

り
ま
す
が
、昭
和
の
後
半
に
こ
の
着
眼
点
は
斬
新
で
あ

り
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
先
駆
け
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｃ
は「
絵
の
あ
る
病
院
」と
し
て
、開
院
当
初
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、そ
の
延
長
線
上
で
、白
金
の

北
里
研
究
所
病
院
が
1
9
9
9
年
５
月
に
新
棟
開
院

し
ま
し
た
。１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、田
村
能
理
子

画
伯
が
約
２
ヶ
月
を
か
け
直
接
描
き
上
げ
た
壁
画「
萌

ゆ
る
と
き
」が
あ
り
ま
す
。当
時
の
許
可
病
床
数
2
9
4

床
に
合
わ
せ
、入
院
患
者
さ
ま
の
一
日
も
早
い
回
復
退
院

を
祈
り
、2
9
4
本
の
土
筆（
つ
く
し
）が
描
か
れ
て
い
ま

す
。当
法
人
の
設
立
者
、北
里
柴
三
郎
博
士
が
福
澤
諭
吉

先
生
か
ら
こ
の
土
地
を
譲
り
受
け
、我
が
国
最
初
の
結

核
専
門
病
院「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」を
こ
の
地
に
開
院
し

た
当
時
、辺
り
は
湿
地
帯
で
、多
く
の
土
筆
が
植
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、「
土
筆
」は
、こ
の
白
金
と
実
に
縁

が
深
い
の
で
す
。

　
大
村
博
士
は
祖
母
か
ら「
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

な
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、当
然

の
言
葉
で
す
。し
か
し
、常
に
心
の
中
に
留
め
て
い
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
難
し
い
言
葉

で
な
く
、分
か
り
や
す
く
常
に
思
い
出
せ
る
言
葉
を
心
に

書
き
記
す
こ
と
も
、年
頭
の
在
り
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
総
務
部 

企
画
・
広
報
課
　
風
間
　
信
二
）
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人間賛歌大賞展図録

北里大学メディカルセンター

大村　智 
（おおむら さとし）

Profile

1935年 山梨県韮崎市生まれ。
1958年 山梨大学学芸学部自然科
学科卒業後、東京都立墨田工業高
等学校の教諭を経て、1963年 東京
理科大学大学院修士課程修了。
1975年 北里大学薬学部教授。

1990年 社団法人北里研究所理事・所長（～2008年）
2007年 北里大学名誉教授（～現在）
2013年 北里大学特別栄誉教授（～現在）
2015年 学校法人女子美術大学名誉理事長（～現在）
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発
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一
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の
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産
や
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の
発
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献
し
ま
し
た
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方
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フ
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ラ
リ
ア

症
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予
防
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
ペ
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の
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と
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ま
す
。

大
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シ
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こ
ろ
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ら
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先
生
の
研
究
室
を
継
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欲
し
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の
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帰
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す
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に
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の
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入
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ま
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的
に
困
窮
し
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い
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研
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所
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戻
っ
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後
の
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と
を
考
え
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博
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は
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す
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に
当
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っ
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研
究
資
金
の
導
入
を
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え
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手
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数
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を
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し
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も
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Ｗ
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Ｏ
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し
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を
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に
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で
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多
く
の

人
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を
感
染
か
ら
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て
い
る
と
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さ
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て
い
ま
す
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に
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本
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及
び
東
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ア
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で
多
く

の
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が
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る
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に
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使
用
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の

人
々
を
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本
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で
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の
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ま
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が
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ク
チ
ン
の
特
許
料
に
よ
っ
て
大
村
博
士
は
、

社
団
法
人
北
里
研
究
所
創
立
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

埼
玉
県
北
本
市
に「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想
」を
発

案
し
展
開
し
ま
し
た
。農
林
省（
当
時
）の
農
事
試
験
場

跡
地
を
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、４
４
０
床
の
病
院
、看
護

専
門
学
校
、福
利
厚
生
施
設
、ワ
ク
チ
ン
製
造
部
門
を
建

設
し
ま
し
た
。第
一
期
工
事
で
１
９
８
９
年
４
月
４
日
に

開
院
し
た
の
が
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院（
現
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、以
下
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）

で
す
。い
ま
で
は
北
本
市
を
中
心
に
桶
川
・
鴻
巣
両
市
を

カ
バ
ー
す
る
市
民
病
院
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
村
博
士
と
美
術

　
大
村
博
士
は
、陶
芸
や

絵
画
な
ど
の
美
術
に
関
し

て
も
造
詣
が
深
く
、永
き

に
わ
た
り
女
子
美
術
大
学

の
理
事
長
も
お
勤
め
に
な

ら
れ
ま
し
た（
現
名
誉
理

事
長
）。大
村
博
士
は
、よ

く「
微
生
物
の
織
り
な
す
菌
は
、と
も
す
る
と
芸
術
に
匹

敵
す
る
」、ま
た「
病
院
で
診
察
を
待
っ
て
い
る
と
、殺
風

景
な
壁
が
広
が
っ
て
い
て
、患
者
は
余
計
に
体
調
が
悪

く
な
る
」と
口
に
し
て
お
り
、社
団
法
人
北
里
研
究
所

時
代
に
は
、1
9
8
8
年
よ
り
メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
し

て
、洋
画
の
公
募
展「
人
間
讃
歌
大
賞
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。受
賞
作
品
の
多
く
は
北
里
研
究
所
関
連
病
院
に

飾
ら
れ
、患
者
さ
ま
の
癒
し
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、多
く
の
医
療
機
関
で
絵
画
な
ど
を
飾
っ
て
あ

り
ま
す
が
、昭
和
の
後
半
に
こ
の
着
眼
点
は
斬
新
で
あ

り
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
先
駆
け
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｃ
は「
絵
の
あ
る
病
院
」と
し
て
、開
院
当
初
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、そ
の
延
長
線
上
で
、白
金
の

北
里
研
究
所
病
院
が
1
9
9
9
年
５
月
に
新
棟
開
院

し
ま
し
た
。１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、田
村
能
理
子

画
伯
が
約
２
ヶ
月
を
か
け
直
接
描
き
上
げ
た
壁
画「
萌

ゆ
る
と
き
」が
あ
り
ま
す
。当
時
の
許
可
病
床
数
2
9
4

床
に
合
わ
せ
、入
院
患
者
さ
ま
の
一
日
も
早
い
回
復
退
院

を
祈
り
、2
9
4
本
の
土
筆（
つ
く
し
）が
描
か
れ
て
い
ま

す
。当
法
人
の
設
立
者
、北
里
柴
三
郎
博
士
が
福
澤
諭
吉

先
生
か
ら
こ
の
土
地
を
譲
り
受
け
、我
が
国
最
初
の
結

核
専
門
病
院「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」を
こ
の
地
に
開
院
し

た
当
時
、辺
り
は
湿
地
帯
で
、多
く
の
土
筆
が
植
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、「
土
筆
」は
、こ
の
白
金
と
実
に
縁

が
深
い
の
で
す
。

　
大
村
博
士
は
祖
母
か
ら「
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

な
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、当
然

の
言
葉
で
す
。し
か
し
、常
に
心
の
中
に
留
め
て
い
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
難
し
い
言
葉

で
な
く
、分
か
り
や
す
く
常
に
思
い
出
せ
る
言
葉
を
心
に

書
き
記
す
こ
と
も
、年
頭
の
在
り
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
総
務
部 

企
画
・
広
報
課
　
風
間
　
信
二
）

超
え
た
最
初
の
年
に
、3
人
目
の
先
生
・
大
村
智
先
生
が

誕
生
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。福
澤
先
生
、北
里
先
生
、

大
村
先
生
の
精
神
は「
世
の
た
め
人
の
た
め
」即
ち「
社
会

貢
献
」で
あ
り
ま
す
。

　
当
院
は
こ
の
教
え
を
肝
に
銘
じ
、新
病
院
開
院
時
よ

り
、病
院
理
念
を
〝
心
あ
る
医
療
〞の
実
践
と
し
、基
本

方
針〝
臨
床（
診
療
・
予
防
）・
教
育
・
研
究
・
危
機
管
理
〞

の
も
と
、安
全
な
医
療
を
提
供
し
、皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
、選
ば
れ
る
、満
足
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し
、

北
里
研
究
所
発
祥
の
地
・
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

「
社
会
貢
献
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
院
は
昨
年
7
月
に
は
、新
し
い
執
行
部
体
制
の
も
と

「
強
い
専
門
性
を
も
っ
た
都
市
型
急
性
期
病
院
」を
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
と
定
め
、ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。今
後
と

も
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
暖
か

い
、力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
中
、皆
さ

ま
よ
り
当
院
に
賜
り
ま
し
た
数
々
の
ご
厚
情
と
ご
支
援

に
対
し
ま
し
て
、職
員
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
10
月
、当
法
人
に
と
っ
て
、素
晴
ら
し
い
慶
事
が

あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、1
9
9
9
年
の
当
院
の
新
病
院

開
院
時
は
旧
社
団
法
人
北
里
研
究
所
所
長
で
あ
り
、現

在
は
学
校
法
人
北
里
研
究
所
顧
問
で
あ
り
、北
里
大
学

特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、当
院
は
、慶
應

義
塾
創
立
者
・
福
澤
諭
吉
翁
の
ご
支
援
で
北
里
柴
三
郎

博
士
が
創
立
し
た
日
本
最
初
の
結
核
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム「
土

筆
ヶ
岡
養
生
園
」を
前
身
と
し
て
お
り
、当
時
よ
り
、私
ど

も
が
継
承
し
て
き
た
言
葉
の
一つ
に「
半
学
半
教（
慶
應
義

塾
社
中
之
約
束
）│
人
の
才
不
才
に
由
り
、今
日
は

人
に
学
ぶ
も
　
明
日
は
又
却
っ
て
其
人
に
教
る
事
あ
り
。

故
に
師
弟
の
分
を
定
め
ず
。教
る
者
も
学
ぶ
者
も
概
し
て

こ
れ
を
社
中
と
唱
う
る
な
り
。」が
あ
り
ま
す
。従
っ
て
慶

應
義
塾
で
は「
先
生
」と
呼
ば
れ
る
の
は
福
澤
先
生
た
だ

一
人
で
、私
ど
も
教
職
員
は
お
互
い
に〝
君
〞づ
け
や〝
さ

ん
〞づ
け
で
呼
び
合
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。も
ち
ろ

ん
北
里
研
究
所
に
あ
っ
て
は
、「
先
生
」は
北
里
先
生
だ
け

で
あ
り
ま
す
。こ
の
度
、北
里
研
究
所
創
立
1
0
0
周
年
を

病院長

土本　寛二
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北里研究所病院の

レシピ
つくしんぼ
管理栄養士が教える！

当院では高齢になると物忘れが多くなりますが、それが年
齢による自然なものか、認知症という脳の病気を背景にし
たものか、その他の原因によるものかを調べる専門外来（物
忘れ外来）を設けています。物忘れは色々な理由から起こる
ので、ご受診の際は正確な診断のため、かかりつけの先生か
らの紹介状、現在服用しているお薬の一覧、今までに受けた
検査の結果（MRIなどの画像検査のコピーや心理検査の結
果）をお持ちください。また、本人をよく知る方と一緒に受診
していただくことが望ましいです。物忘れがあっても張り合
いのある生活をして、運動や人付き合いを続けることで進行
を遅らせられます。もの忘れ外来の詳細は、病院Webサイト
の専門外来の中の物忘れ外来のページをご覧ください。
（精神科部長　高橋　恵）

　今回は当院で提供している
糖質制限食をご紹介いたします。
山田悟糖尿病センター長の方針
により、糖質量は、１食20～40g、
間食10gを含め1日70～130gと
なっております。ロカボ（当院の糖
質制限食のこと）は、いつものメ
ニューが主食の調節で、血糖値の
上がりにくい健康的な食事に変わ
ります。①ご飯は70g（糖質27g）にする。②おかずはイモ類を避け、肉・魚・大豆
製品・卵料理を今までより多くする。極端に甘い味付けでなければ調味はそのま
までOK。③良質な油を使い、野菜はたっぷりと。このようにすれば、自然と糖質
40g程度の食事となります。また、合併症予防のため、汁物なしで塩分控えめ、
寒天チップを利用し食物繊維を強化しています。

糖尿病センター長の

糖　質
制限食

皆さん、メールやワープ
ロの誤変換の経験、あり
ますよね。私の場合をご
紹介します。先日、電子カルテに麻酔の説明内容を入力
していました。「数万分の一の頻度で、怒り得る重大な偶
発症として」．．．確かに、そんな結果になったら腹も立ち
ますよね。安全第一を心がけます。「起こり得る」と変換。
またある日のこと、「自分でボタンを押して痛みを軽くす
る装置は、安全装置付きなので、痛いと感じたときは、難
解でもボタンを押してください。」．．．わかりやすい説明、

心ある医療に努めます。「何
回でも」と変換。一本取られ
ました。
（麻酔科部長　柏木　政憲）

医 局 長 コラム Column

発
売
以
来
、売
り
上
げ

一
位
を
占
め
、食
糧
の
増

産
や
皮
革
産
業
の
発
展

に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

一
方
、犬
の
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
の
予
防
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
ペ
ッ
ト
の
寿
命

が
倍
に
な
っ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

大
村
博
士
の
功
績

◎
産
学
連
携
の
礎

　
大
村
博
士
は
、米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
ウ
エ
ス

レ
ー
ヤ
ン
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
教
授
の
研

究
室
に
客
員
教
授
と
し
て
招
か
れ
研
究
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、当
時
の
研
究
所
長
の
水
之
江
公
英
先
生
か
ら
、秦

藤
樹
先
生
の
研
究
室
を
継
い
で
欲
し
い
の
で
帰
国
す
る

よ
う
に
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。財
政
的
に
困
窮
し
て

い
る
北
里
研
究
所
に
戻
っ
た
後
の
こ
と
を
考
え
、大
村
博

士
は
、帰
国
す
る
に
当
た
っ
て
研
究
資
金
の
導
入
を
考

え
、米
国
の
大
手
製
薬
会
社
数
社
を
訪
問
し
共
同
研
究

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
見
た

テ
イ
シ
ュ
ラ
ー
先
生
の
紹
介
で
メ
ル
ク
社
に
も
共
同
研
究

の
提
案
を
し
、メ
ル
ク
社
と
の
共
同
研
究
契
約
が
締
結
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
共
同
研
究
の
中
で
、エ
バ
ー
メ

ク
チ
ン
／
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
始
め
、い
く
つ
か
の
興
味
深

い
化
合
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
博
士
は
そ
の
後
社
団
法
人
北
里
研
究
所
の
副

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

　
こ
の
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
理
由
は
、大
村
博
士
ら

が
発
見
し
た
放
線
菌
の
生
産
す
る
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
を
改

良
し
た
医
薬
品「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
」が
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

熱
帯
地
域
で
蔓
延
し
て
い
る
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症（
河
川
盲

目
症
）と
足
が
大
き
く
腫
れ
上
が
る「
象
皮
症
」な
ど
の

リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
治
療
・
予
防
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。1
9
8
8
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
こ
れ
ら

の
病
気
の
撲
滅
作
戦
を
開
始
し
、年
間
約
３
億
人
が
投

与
を
受
け
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
に
住
ん
で
い
る
多
く
の

人
々
を
感
染
か
ら
救
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
の
沖
縄
地
方
及
び
東
南
ア
ジ
ア
で
多
く

の
感
染
者
が
い
る
糞
線
虫
症
に
も
使
用
さ
れ
、多
く
の

人
々
を
病
か
ら
救
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、日
本
国
内
で

は
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
蔓
延
し
問
題
と
な
っ
て
い
た
疥

癬
症
に
も
著
効
を
示
し
、治
療
薬
が
な
か
っ
た
こ
の
感
染

症
に
も
使
用
さ
れ
著
し
い
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
家
畜
の
寄
生
虫
薬
と
し
て

　
既
に
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
、ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、当
法
人
に
と
っ
て
、大
変
素
晴
ら
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
昨
年（
2
0
1
5
年
）10
月
に
あ
り
ま

し
た
。北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
博
士
が
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
受
賞
決
定
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
11
月
３
日
に
は
文
化
勲
章
も
親
授
さ

れ
ま
し
た
。当
法
人
の
全
教
職
員
に
と
っ
て
と
て
も

名
誉
な
こ
と
で
す
。

所
長
、所
長
と
し
て
研
究
所
の
経
営
改
革
に
務
め
、発
見

し
た
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
は
北
里
研
究
所
の
た
め

と
、研
究
資
金
と
し
て
使
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ
し

て
、新
た
な
有
用
化
合
物
の
発
見
に
繋
が
っ
て
お
り
、発

見
し
た
化
合
物
の
数
は
４
８
０
種
以
上
、製
品
に
な
っ
た

も
の
は
26
種
で
す
。

◎
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想

　
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
特
許
料
に
よ
っ
て
大
村
博
士
は
、

社
団
法
人
北
里
研
究
所
創
立
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

埼
玉
県
北
本
市
に「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
構
想
」を
発

案
し
展
開
し
ま
し
た
。農
林
省（
当
時
）の
農
事
試
験
場

跡
地
を
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、４
４
０
床
の
病
院
、看
護

専
門
学
校
、福
利
厚
生
施
設
、ワ
ク
チ
ン
製
造
部
門
を
建

設
し
ま
し
た
。第
一
期
工
事
で
１
９
８
９
年
４
月
４
日
に

開
院
し
た
の
が
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院（
現
北
里
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、以
下
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）

で
す
。い
ま
で
は
北
本
市
を
中
心
に
桶
川
・
鴻
巣
両
市
を

カ
バ
ー
す
る
市
民
病
院
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
村
博
士
と
美
術

　
大
村
博
士
は
、陶
芸
や

絵
画
な
ど
の
美
術
に
関
し

て
も
造
詣
が
深
く
、永
き

に
わ
た
り
女
子
美
術
大
学

の
理
事
長
も
お
勤
め
に
な

ら
れ
ま
し
た（
現
名
誉
理

事
長
）。大
村
博
士
は
、よ

く「
微
生
物
の
織
り
な
す
菌
は
、と
も
す
る
と
芸
術
に
匹

敵
す
る
」、ま
た「
病
院
で
診
察
を
待
っ
て
い
る
と
、殺
風

景
な
壁
が
広
が
っ
て
い
て
、患
者
は
余
計
に
体
調
が
悪

く
な
る
」と
口
に
し
て
お
り
、社
団
法
人
北
里
研
究
所

時
代
に
は
、1
9
8
8
年
よ
り
メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
し

て
、洋
画
の
公
募
展「
人
間
讃
歌
大
賞
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。受
賞
作
品
の
多
く
は
北
里
研
究
所
関
連
病
院
に

飾
ら
れ
、患
者
さ
ま
の
癒
し
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、多
く
の
医
療
機
関
で
絵
画
な
ど
を
飾
っ
て
あ

り
ま
す
が
、昭
和
の
後
半
に
こ
の
着
眼
点
は
斬
新
で
あ

り
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
の
先
駆
け
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｃ
は「
絵
の
あ
る
病
院
」と
し
て
、開
院
当
初
か

ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、そ
の
延
長
線
上
で
、白
金
の

北
里
研
究
所
病
院
が
1
9
9
9
年
５
月
に
新
棟
開
院

し
ま
し
た
。１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、田
村
能
理
子

画
伯
が
約
２
ヶ
月
を
か
け
直
接
描
き
上
げ
た
壁
画「
萌

ゆ
る
と
き
」が
あ
り
ま
す
。当
時
の
許
可
病
床
数
2
9
4

床
に
合
わ
せ
、入
院
患
者
さ
ま
の
一
日
も
早
い
回
復
退
院

を
祈
り
、2
9
4
本
の
土
筆（
つ
く
し
）が
描
か
れ
て
い
ま

す
。当
法
人
の
設
立
者
、北
里
柴
三
郎
博
士
が
福
澤
諭
吉

先
生
か
ら
こ
の
土
地
を
譲
り
受
け
、我
が
国
最
初
の
結

核
専
門
病
院「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」を
こ
の
地
に
開
院
し

た
当
時
、辺
り
は
湿
地
帯
で
、多
く
の
土
筆
が
植
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、「
土
筆
」は
、こ
の
白
金
と
実
に
縁

が
深
い
の
で
す
。

　
大
村
博
士
は
祖
母
か
ら「
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

な
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。振
り
返
れ
ば
、当
然

の
言
葉
で
す
。し
か
し
、常
に
心
の
中
に
留
め
て
い
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
難
し
い
言
葉

で
な
く
、分
か
り
や
す
く
常
に
思
い
出
せ
る
言
葉
を
心
に

書
き
記
す
こ
と
も
、年
頭
の
在
り
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
総
務
部 

企
画
・
広
報
課
　
風
間
　
信
二
）

大
村
智   

と

北
里

博士

心ある
「誤変換」

お品書き（糖質量ｇ）

きのこご飯…………………………… (23.9)

鶏もも肉の照り焼き………… (3.9)

厚揚げの煮物……………………… (3.2)

ぜんまいの炒め煮 ……………… (5.0)

ほうれん草のお浸し…………… (1.9)

エネルギー ………………588kcal

糖質 …………………………… 37.9ｇ

食物繊維 …………………… 6.4ｇ

塩分 ……………………………… 2.3ｇ

合　計

高齢患者さまの
医療支援に対する取り組み②
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◎表紙写真：北里研究所本館・医学館（博物館明治村）と受賞の喜びを語る大村智博士
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エバーメクチン

【オンコセルカ像】
エバーメクチン発見25周年を記念して、ブルキナファソ
に建てられている像を現地の芸術家が再現して作成した
ものでオンコセルカ症の大人を杖で引いて歩く子供の像
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北里研究所病院だより

特集
大村智博士と北里
病院長新年のご挨拶

大村博士のノーベル賞受賞に沸いた昨年の秋。
みなさま、ネット上で大村博士の肩書きである「特別
栄誉教授」が話題となった事をご存知ですか？
「名誉教授とどこが違うの？」とネット等で話題と
なりました。実は、名誉教授は各大学で設けており、
概ね現役教授を退官された場合に授与されます。
大村博士も2007年に北里大学から授与されてい
ますが、2012年文化功労者を受章された際に、
北里大学ではその栄誉を讃えるために独自の規程
を設け「特別栄誉教授」の称号を定め、大村博士は
その第一号として授与されました。従って、この称号
は北里大学独自のものとなっております。

イベントスケジュール

編 集 後 記

2015年秋号 つくしんぼ173号の『女性は特に気をつけたい「乳がん」
のはなし』の記事において誤解を招くような表現がございました。
【ルミナールA（かわいこちゃんタイプ）、ルミナールB（すねた女の子
タイプ）、HER2エンリッチド（あばれん坊タイプ）、トリプルネガティブ
（もはや人ではない犬タイプ）】
初めに、この分類はがんの分類を示したものであり、宿主としての患者
さまとは全く別の事柄となります。
乳がんの種類を分かりやすくするため、イラストを用いて擬人化し表現
したのですが、「トリプルネガティブ乳がん」は多様性に富み、つかみ
どころのないタイプという事で、このような表現を用いました。
誤解を招きかねない表現となっていたことと、このがん種に該当する
方々には、不快な思いをさせてしまいましたことを、この場を借りま
して謹んでお詫び申し上げます。

管理栄養士が教える！つくしんぼレシピ／医局長コラム／ 
高齢患者さまの医療支援に対する取り組み②／イベントスケジュール／ 
市民公開講座のご案内／新任医師・退職医師紹介／編集後記

整形外科では、「港区医師会整形外科医会」と「港区」
と共催し、「健康寿命をのばすために2016」をテーマ
に、整形外科市民公開講座を開催いたします。
この機会にぜひご参加ください。

新任医師紹介
◆9月1日付

婦人科 医長
玉田　裕
（たまだ ゆたか）
婦人科診療全般を
担当します。
宜しくお願いいた
します。

眼科 後期研修医
小代　良
（しょうだい りょう）
一生懸命取り組み、
頑張ります。
宜しくお願いいた
します。

眼科　高野　洋之
◆11月30日付

退職医師紹介

お 詫 び

■整形外科市民公開講座（無料）
開催日 2016年3月19日（土）
時　間 午後2時00分～午後4時45分（午後1時30分開場）
場　所 薬学部コンベンションホール（北里研究所病院隣）
定　員 300名
申込方法 ＴＥＬ：03-5791-6392（総務課）
 もしくは整形外科受付窓口で直接申込

■眼瞼下垂セミナー（無料）
開催日　　2016年1月8日（金）
時　間　　午後1時30分～午後3時00分
場　所　　病院3階セミナー室
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6148
 （美容医学センター）
　　　
■生活習慣病教室（無料）
開催日　　2016年1月9日（土）
時　間　　午前10時00分～午前11時30分
場　所　　病院3階セミナー室
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6146
 （予防医学センター）　　　
　　　
■リビングウィルセミナー（有料）
開催日　　2016年2月6日（土）
時　間　　午前10時00分～午前12時00分
場　所　　病院４階AB会議室
受講料　　2,000円（税抜）
定　員　　30名
申込方法　ＴＥＬ：03-5791-6345
 （予約センター）
　　　
■第4回乳がんセミナー（予定）
開催日　　2016年3月5日（土）
　　 ※詳細は、病院Webサイト等で掲載予定


